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広瀬川（広瀬橋地点）の水量が回復
～名取川から広瀬川への導水を停止しました～

梅雨明け直後から猛暑と小雨が続き、名取川水系広瀬川（広瀬橋地
点）において水量の減少及び大倉ダムの貯水率の低下をうけ、各利水
関係機関と調整してきたところです。

９月１日以降、「名取川水系渇水情報連絡会（第三回）：２７日開催」
において確認された調整内容に基づいて、大倉ダムからの放流量の減
量等が行われます。

それに先立ち、本日１２時に、愛宕堰（仙台東土地改良区）からの取
水が終了し、広瀬川の広瀬橋地点の水量が回復したことから、仙台河
川国道事務所が行っていた名取川から広瀬川への導水（0.4m3/s）を
停止しました。

なお、郡山堰（郡山三区土地改良区）からの取水及び「愛子ため池
及び斉勝沼」からの増放流（約0.1m3/s）についても本日終了します。

導水期間：７月２９日から８月３１日までの３３日間
（台風による一時停止した１日を除く）
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